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研究成果の概要（和文）： 
ユーラシアの主要アクターである露中印の存在が国際社会に与える影響の深度と広がりを分析
し、翻って国際社会がこれら「地域大国」とともにどのような新秩序を形成していくかを展望
した。成果はこれを単なる露中印の「地域大国」外交研究にとどめることなく、「国際秩序の再
編」なるテーマの下、秩序側が露中印の挑戦を主体的にどのように受けとめ、それをどのよう
に無視、牽制、包含するのか、という分析にまで踏み込んだことにある。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The results of this research project was to analyze the influences that great powers in Eurasia such as 
Russia, China and India have on the international community, and to review the kind of new order that 
the international community will form with these regional powers. It did not simply look into the 
diplomatic strategies of those three countries, but also shed light on how the existing world order tackles 
the challenge offered by the Eurasian powers. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００８年度 7,600,000 2,280,000 9,880,000 

２００９年度 16,600,000 4,980,000 21,580,000 

２０１０年度 21,100,000 6,330,000 27,430,000 

２０１１年度 20,700,000 6,210,000 26,910,000 

２０１２年度 16,600,000 4,980,000 21,580,000 

総 計 82,600,000 24,780,000 107,380,000 

 
 
研究分野：総合人文社会 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：冷戦史 外交 国際関係 ユーラシア 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)ロシア、中国、インドの 3 カ国をユーラシ
アの「地域大国」として国際関係及び対外政
策の領域で比較・相関する研究プロジェクト
はこれまで皆無であった。 
(2)ユーラシア「地域大国」の国際関係を、米
国の外交やグローバルな世界秩序のなかで
総合的に位置づけようとする本格的な試み
もこれまでなされることはなかった。 

２．研究の目的 
(1) ユーラシアの主要アクターであるロシア、
中国、インドの存在が国際社会に与える影響
を測り、国際社会による「地域大国」に対す
る反応を検証することで、形成途上にある新
秩序を展望する。 
(2)米国を始めとする国際秩序を主導する側
がこれら「地域大国」の挑戦をどう主体的に
統合していくのかについて分析する。 
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３．研究の方法 
(1)「冷戦後世界」という文脈でロシア・中国・
インドを位置づける際、冷戦期と冷戦後の秩
序の相違及び変化の文脈で三国の位相を検
討する。 
(2)三国それぞれに関し、外交研究や現在研究
のみならず冷戦史研究についてもトップク
ラスの業績を有する、デイビッド・ウルフ（ロ
シア）、石井明（中国）、吉田修（インド）の
メンバーを中心にこれを行う。ロシア、中国、
インド三国の比較・関係研究は、冷戦史研究
の先端をいく米国でも稀であり、本申請が学
界に貢献する明確なポイントの１つである。 
(3)冷戦後国際秩序を「主語」として分析を行
う場合、最重要な米国の動向を追う。ユーラ
シアの地域大国が地域内外でどのような行
動をとろうと、その諸国自らが絶えず、米国
の存在や反応を強く意識し、米国の一挙一動
を観察しながら外交を行っている。 
(4)日本の米国外交研究者による側面支援の
もと、ワシントンのブルッキングス研究所、
ケナン研究所、ジョージタウン大学などの関
連センターや研究所との共同研究を実施す
る。 
 
４．研究成果 
(1)日本国際政治学会でパネルを組織するこ
とを通じて、露米印の研究者が一同につどい、
対外政策の相関・比較などを総合的に論議す
る場を初めて作った（2009 年・2010 年）。 
(2)ブルッキングス研究所やワシントン東西
センターの米国シンクタンク及び中国シン
クタンクとの協働により、ユーラシア「地域
大国」外交の相関・比較を米国との文脈で検
討するとともに、国際的な広がりで研究を遂
行した。 
(3)特にインドに関しては、インドのロシア、
中国研究者などを短期（3 ヶ月程度）国際公
募で招請し、南アジアの国際関係にかかわる
研究が日本で発展することに寄与した。 
(4)代表者・分担者及び本研究チームが核とな
った研究会の積み重ねにより、ユーラシア
「地域大国」外交による成果が 2013 年度に
刊行される。 
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